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大
分
県
版
地
方
創
生
の
加
速
前
進
め
ざ
す

私
に
と
っ
て
は
2
回
目
の
県
議
会
が
7
月
5
日
か
ら
引
日
ま
で
の
幻
日
間
の
会
期
で
聞
か
れ
ま
し

た。
今
回
大
分
県
は
、
「
大
分
県
版
地
方
創
生
」
の
加
速
前
進
を
掲
げ
、
少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
社
会
へ
の

対
応
、
ー
O
T
や
人
工
知
能
な
ど
の
先
端
技
術
へ
の
挑
戦
、
さ
ら
に
近
年
の
自
然
災
害
や
心
配
さ
れ
る
南

海
ト
ラ
フ
地
震
に
備
え
た
、
災
害
に
強
い
強
靭
な
大
分
県
土
づ
く
り
を
め
ざ
す
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
う
え
で
、

2
0
1
9
(令
和
元
)
年
度
の
一
般
会
計
予
算
総
額
を
6
4
6
3
億
4
2
0
0
万
円
、
前

年
度
の
当
初
予
算
比
で
4
・
8
%
の
増
と
6
年
連
続
の
プ
ラ
ス
と
な
る
積
極
予
算
を
組
ん
で
い
ま
す
。

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
も
あ
り
ま
す
が
、
川
月
に
は
消
費
税
川
%
増
税
も
予
定
さ
れ
て
い
る
中
、

景
気
回
復
の
下
支
え
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
今
回
の
予
算
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
持
ち
出
し
も
多
く
、

そ
れ
だ
け
に
、
今
後
の
行
政
執
行
の
状
況
と
そ
の
効
果
に
つ
い
て
注
視
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん。

新
規
事
業
で
注
目
し
た
い
も
の

第

一
に
知
事
は
、
「
人
を
大
事
に
し
、
人
を
育

て
る
こ
と
が
課
題
」
と
し
て
、
子
育
て
日
本

一

の
実
現
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
従
来
は

3
歳
未
満

の
第
二
子
の
保
育
料
を
半
額
免
除
と
し
て
い

る
と
こ
ろ
を
、
県
内
の
全
市
町
村
と
連
携
し
全

額
免
除
に
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
障
が

い
者
雇
用
率
日
本
一
を
め
ざ
す
と
し
て
、
障
が

い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
の
整
備

を
あ
げ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
仕
事
を
つ
く
り
仕
事
を
呼
び
込
む

と
し
て
、
農
林
水
産
業
の
生
産
性
の
向
上
と
魅

力
ア
ッ
プ
、
中
小
企
業
な
ど
の
振
興
、
創
業
・

起
業
の
支
援
強
化
と
企
業
誘
致
の
促
進
、
そ
し

て
女
性
が
生
き
生
き
と
働
け
る
仕
事
場
づ
く

り
の
推
進
な
ど
に
取
り
組
む
と
し
て
い
ま
す
。

第
二
に
、
先
端
技
術

へ
の
挑
戦
と
し
て
、

I

O

T
や
人
工
知
能
な
ど
の
技
術
を
生
活
の
利

便
性
の
向
上
、
新
た
な
産
業
の
育
成
に
活
用
す

る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
遠
隔
操
作
ロ

ボ
ッ
ト
「
ア
バ
タ

l
」
や
ド
口

l
ン
技
術
の
実

用
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

第
三
一は、

「強
靭
な
県
土
づ
く
り
」
と
し
て
、

県
民
の
生
命
や
財
産
を
守
る
防
災
・
減
災
対

策
を
推
進
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
防
災
モ
ニ

タ
ー
(
防
災
士
な
ど
)
か
ら
の
情
報
を
防
災
情

報
ア
プ
リ
等
で
収
集
・
発
信
し
た
り
、
被
災
状

況
を
疑
似
体
験
で
き
る
防
災
啓
発
映
像
を
製

作
し
、
地
域
で
の
防
災
教
育
の
強
化
に
役
立
て

@

て
い
く
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
人
事
案
件
と
し
て
凶
年
間
副
知
事
を

務
め
ら
れ
た
二
日
市
具
正
氏
が
退
任
し
、
尾
野

賢
治
氏
(
も
と
総
務
部
長
)
が
就
任
し
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
、
子
育
て
、
社
会
福
祉
、
移
住
・

定
住
の
促
進
、
男
女
が
共
に
支
え
る
社
会
づ
く

り
、
「
教
育
県
大
分
」
の
創
造
、
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
充
実
な
ど
、
多
方
面
多
岐
に
わ
た
っ
た
施

策
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
県
民
ク
ラ
ブ
は
、
こ
れ

ら
の
さ
ら
な
る
充
実
と
拡
充
を
求
め
、
今
回
賛

成
と
し
ま
し
た
。
よ
り
よ
い
大
分
県
と
す
る
た

め
に
、
今
後
の
取
り
組
み
を
注
意
深
く
見
守
っ

て
い
く
と
と
も
に
、
み
な
さ
ん
の
声
を
届
け
て

ま
い
り
ま
す
。



四

今
回
、
初
め
て
県
議
会
本
会
議
で
一
般
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。
質
問
内
容
は
、
主
回

目
に
「
子
ど
も
た
ち
の
命
と
安
全
」
と
「
教
職
員
の
働
き
方
と
人
手
不
足
」
に
つ
い
て
。

回

目
以
下
、
質
問
内
容
と
県
執
行
部
側
の
回
答
の
要
旨
で
す
。

四

ー
、
食
の
安
全

・
安
心
の確
保
に
つ
い
て

【
質
問
〕

先
日
、
県
内
飲
食
庖
で

0
1
5
7
に
よ

る
集
団
食
中
毒
が
発
生
し
、
小
学
生
も
含
ま
れ

て
い
る
と
の
報
道
が
あ

っ
た
。
残
念
な
が
ら
県

内
の
食
中
毒
発
生
件
数
は
、

一
昨
年
は
ロ
件

だ
っ
た
の
が
、
昨
年
は
大
幅
に
増
加
し
引
件
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

は
、
外
食
産
業
な
ど
の
ア
ル
バ
イ
ト
に
よ
る
厨

房
内
で
の
不
適
切
行
為
の
動
画
投
稿
が
相
次

ぎ
、
産
地
偽
装
や
異
物
混
入
も
い
ま
だ
後
を
絶

た
な
い
。

さ
ら
に
、
知
識
不
足
か
ら
発
生
す
る
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
に
関
わ
る
事
故
も
心
配
で
、
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
人
は
、
大
人
も
含
め
年
々
増

加
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

本
県
で
は
、
叩
月
に
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
、
国
内
外
か
ら
来
県
さ
れ

る
多
く
の
方
に
選
ば
れ
る
大
分
県
に
な
る
た

め
、
安
全
・
安
心
な
食
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、

一
つ
の
大
き
な
要
素
に
も
な
る
。

食
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に
向
け
、
今
後
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

【
知
事
】

食
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に
向
け
、
食

品
安
全
推
進
県
民
会
議
を
開
催
し
て
食
品
安
全

行
動
計
画
を
改
訂
し
、
衛
生
管
理
や
食
品
情
報

の
表
示
な
ど
、
き
め
細
か
い
対
応
に
努
め
て
い

る。
「
有
害
な
微
生
物
を
つ
け
な
い
・
増
や
さ
な

い
・
や
っ
つ
け
る
」
と
い
う
食
中
毒
予
防
の
三
一

原
則
を
効
果
的
に
行
う
た
め
、
食
品
の
安
全
性

を
確
保
す
る
国
際
的
な
手
法
で
あ
る

H
A
C
C

P
(
ハ
サ
ツ
プ
)
の
導
入
が
重
要
に
な
る
。
こ
れ

は
、
衛
生
管
理
の
取
り
組
み
を
ポ
イ
ン
ト
毎
に

記
録
し
「
見
え
る
化
」
す
る
こ
と
で
、
消
費
者
か

ら
の
信
頼
感
が
増
す
な
ど
、
事
業
者
自
身
の
た

め
に
も
な
る
。
現
在
、
県
内
約
3
万
7
千
の
食
品

業
者
に
導
入
を
働
き
か
け
て
い
る
。

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
へ

の
対
応
も
必
要
で
、
事

故
を
防
止
す
る
に
は
、
消
費
者
が
食
品
に
つ
い

て
の
情
報
を
確
実
に
得
ら
れ

る
か
が
鍵
に
な

る
。
事
業
者
に
対
し
、
講
習
会
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

で
対
応
方
法
の
周
知
を
行
う
と
と
も
に
、
食
品

ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
(
絵
文
字
)
を
使

っ
た
食
品
表
示

を
推
進
し
て
い
る
。

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
を
前
に
、
保
健

所
職
員
が
飲
食
店
や
旅
館
な
ど
を
く
ま
な
く
回

り
、
衛
生
指
導
も
行
っ
て
い
る
。
今
後
と
も
、
大

分
の
魅
力
あ
る
職
の
安
全

・
安
心
の
確
保
に

し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
く
。

2
、
子
ど
も
の
交
通
安
全
対
策
と

交
通
事
故
防
止
対
策
に
つ
い
て

門
質
問
】

登
下
校
時
の
通
学
通
園
路
に
お
い
て
、

交
通
事
故
に
園
児
や
小
学
1
・
2
年
生
が
多
く

な
っ
て
い
る
。

2
0
1
8
年
3
月
に
警
察
庁
交
通
局
が
公
表

し
た
『
児
童
・
生
徒
の
交
通
事
故
』
に
よ
れ
ば
、

小
学
生
の
歩
行
中
の
交
通
事
故
に
よ
る
死
傷
者

は、

5
年
間
で
約
2
万
7
千
人
と
な
っ
て
お
り
、

1
年
間
に
直
す
と

5
千
人
を
超
え
る
子
ど
も
た

ち
が
歩
行
中
に
事
故
に
遭
っ
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
し
か
も
、
そ
の
多
く
は
登
下
校
中
の
事
故
で

あ
る
こ
と
が
特
徴
だ
。

ま
た
近
年
、
子
ど
も
た
ち
の
列
に
車
が
突

っ

込
む
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
る
。
無
防
備
な

歩
行
者
、
特
に
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
ど
う

守
っ
て
い
く
の
か
が
喫
緊
の
課
題
。
ど
こ
で
ど

の
よ
う
な
事
故
が
発
生
す
る
か
、
予
測
す
る
こ

と
は
非
常
に
困
難
な
だ
け
に
、
日
頃
か
ら
の
「
交

通
安
全
対
策
」
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
子
ど
も

た
ち
に
対
す
る
交
通
安
全
対
策
の
現
在
の
取
り

組
み
状
況
や
課
題
と
今
後
の
取
り
組
み
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

一
方
、
車
を
運
転
す
る
側
の
対
策
も
非
常
に

-
重
要
。
車
を
運
転
す
る
人
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も
い

つ
で
も
加
害
者
に
な
り
得
る
と
い
う
こ
と
を
、

私
達
は
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
自
動
車

の
速
度
違
反
な
ど
を
含
め
た
交
通
取
締
り
の
強

化
等
、

今
後
の
交
通
事
故
防
止
対
策
を
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
く
の
か
伺
い
た
い
。

【
生
活
環
境
部
長
〕

2
0
1
8
年
ま
で
の
過
去
5

年
間
の
幼
児
・
小
学
生
の
交
通
事
故
負
傷
者
数

は
2
9
5
人
か
ら

2
0
3
人
に
減
少
(
約
マ
イ

ナ
ス
出
%
)
し
た
。
し
か
し
、
内
訳
を
見
る
と
依

然
歩
行
中
の
事
故
や
自
転
車
乗
車
中
の
事
故
も

目
立
つ
。
手
を
つ
な
い
で
い
れ
ば
防
げ
た
事
例

や
見
通
し
の
悪
い
通
学
路
で
は
、
子
ど
も
の
飛

び
出
し
を
予
測
し
て

い
れ
ば
防
げ
た
事
例
な

ど
、
大
人
の
安
全
意
識
次
第
で
は
事
故
に
な
ら

な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
ケ

l
ス
が
み
ら
れ

る。
今
年
度
の
交
通
安
全
県
民
運
動
の
推
進
事
項

に
「
子
ど
も
の
安
全
な
通
行
の
確
保
」
を
掲
げ
、

交
通
安
全
教
育
の
み
な
ら
ず
、
街
頭
活
動
や
イ

ベ
ン
ト
な
ど
啓
発
活
動
を
実
施
し
、
交
通
ル
ー

ル
の
遵
守
や
マ
ナ

l
の
向
上
の
徹
底
に
努
め
た

【警
察
本
部
長
】

警
察
と
し
て
は
、
子
ど
も
の
命

と
安
全
を
守
る
た
め
、
横
断
歩
行
者
妨
害
や
著

し
い
速
度
超
過
等
の
悪
質
・
危
険
な
違
反
を
重

点
に
、
通
学
路
等
に
お
け
る
取
り
締
ま
り
を
強

化
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

一
方
、
子
ど
も
自
身
が
交

通
安
全
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る
こ
と
も
重
要

で
あ
り
、
歩
行
中
の
小
学
生
の
死
傷
者
数
は
道

路
横
断
中
が
最
も
多
い
こ
と
を
踏
ま
え
、
幼
稚

園
、
保
育
所
、
小
学
校
及
び
保
護
者
と
連
携
し

て
、
「
横
断
歩
道
の
わ
た
り
方
」
を
重
点
に
教
育

を
実
施
す
る
と
い
っ
た
、
年
齢
や
心
身
の
発
達

段
階
に
応
じ
た
交
通
安
全
教
育
を
推
進
し
て
い

る。3
、
通
学
路
に
お
け
る

歩
道
の
整
備
に
つ
い
て

【
質
問
】

も
う
l
つ
の
大
き
な
課
題
は
通
学
路
に

お
け
る
歩
道
の
整
備
。

私
が
住
む
校
区
も
朝
夕
通
学
す
る
小
・
中
学

生
は
多
い
が
、
通
学
路
に
設
定
さ
れ
た
道
路
は

車

2
台
が
よ
う
や
く
擦
れ
違
え
る
ほ
ど
狭
い

上、

歩
道
と
車
道
の
境
も
は
っ
き
り
せ
ず
、

い
つ

交
通
事
故
が
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
。

大
分
県
交
通
安
全
対
策
会
議
が
平
成
銘
年
6

月
に
策
定
し
た
「
第
刊
次
大
分
県
交
通
安
全
計

画
」
で
は
、
「
子
ど
も
の
安
全
を
確
保
す
る
観
点

か
ら
、
通
学
路
等
に
お
い
て
歩
道
等
の
整
備
を

積
極
的
に
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
て

い
る
が
、
通
学
路
の
道
路
環
境
が
こ
こ
数
年
で

大
き
く
変
わ
っ
た
と
は
実
感
で
き
て
い
な
い
。

通
学
路
を
含
む
道
路
環
境
の
整
備
が
必
要
だ
と

考
え
る
。

現
在
の
事
故
の
危
険
性
が
高
い
通
学
路
に
お

け
る
歩
道
の
整
備
状
況
は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

@ 
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【
土
木
建
築
部
長
}
昨
年
度
末
ま
で
の
整
備
状
況

は
、
県
管
理
道
路
で
打
%
、
市
町
村
管
理
道
路
で

は
M
%
と
な

っ
て
い
る
。
引
き
続
き
、
通
学
路
の

歩
道
整
備
を
着
実
に
進
め
て
い
く
が
、
歩
道
設

置
が
困
難
な
個
所
は
、
路
一
肩
一
の
カ
ラ

l
化
や
防

護
柵
の
設
置
等
を
行
う
こ
と
で
、
歩
行
者
と
車

両
の
通
行
空
間
を
分
離
す
る
な
ど
安
全
性
の
向

上
に
努
め
る
。

-噂町司・・・・開園圃岡田

4
、
小
児
救
急
医
療
体
制
と

小
児
科
医
師
の
確
保
に
つ
い
て

【
質
問
】

先
日
、
臼
杵
在
住
の
方
か
ら
、
大
み
そ

か
の
日
に
お
子
さ
ん
が
高
熱
を
発
し
早
速
医
者

を
探
し
た
が、

臼
杵
市
内
の
小
児
科
で
、
深
夜
に

救
急
で
診
て
も
ら
え
る
医
療
機
関
は
な
く
、
車

で
大
分
市
内
の
病
院
で
診
て
も
ら
っ
た
と
い
う

話
を
聞
い
た
。

小
さ
な
子
ど
も
は
夜
に
か
け
て

体
調
を
崩
し
た
り
、
発
熱
し
た
り
す
る
傾
向
に

あ
る
。
そ
の
よ
う
な
時
に
、
自
宅
の
近
く
あ
る
い

は
地
域
に
、
救
急
で
診
て
も
ら
え
る
小
児
科
医

院
が
あ
れ
ば
い
い
が
、
夜
間
・
休
日
と
な
る
と

難
し
い
地
域
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

県
内
の
常
勤
小
児
科
医
師
の
い
る
医
療
機
関

は
、
約
判
%
と
半
数
近
く
が
大
分
市
内
に
あ
る

一
方
、
地
域
に
1
医
療
機
関
し
か
な
い
市
町
が

4
つ
、
全
く
な
い
市
町
村
も
3
つ
あ
る
。

こ
れ
ら

の
課
題
に
対
し
今
後
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い

く
の
か
、
県
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

ま
た
、
小
児
救
急
患
者
は
時
間
外
受
診
が
多

い
た
め
、
小
児
科
医
師
の
職
場
環
境
は
大
変
過

酷
で
早
急
な
改
善
が
必
要
二

方

、
や
は
り
子
を

持
つ
親
か
ら
す
れ
ば
、
自
分
た
ち
が
住
む
地
域

に
緊
急
時
に
対
応
可
能
な
小
児
科
医
療
機
闘
が

あ
る
こ
と
が
安
心
感
に
つ
な
が
る
し
、
子
育
て

を
す
る
意
思
決
定
の
大
き
な
要
因
に
も
な
る
。

県
に
お
い
て
、

小
児
科
医
師
の
確
保
に
向
け
た

取
り
組
み
の
現
状
と
課
題
は
何
か
。

【
福
祉
保
健
部
長
〕

夜
間
・
休
日
の
小
児
初
期
救

急
医
療
に
つ
い
て
は
、
開
業
医
等
の
協
力
を
い

た
だ
き
、
各
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
で
き
る
だ

け
身
近
な
地
域
で
対
応
で
き
る
よ
う
体
制
整
備

に
努
め
て

い
る
。
一

部
の
地
域
で
対
応
で
き
な

い
場
合
に
は
、
県
中
心
部
の
病
院
で
受
診
で
き

る
体
制
を
と

っ
て
い
る
が
、
各
地
域
で
の
更
な

る
体
制
充
実
と
小
児
科
医
師
の
確
保
が
課
題
。

現
在
、
夜
間
・
休
日
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ら

れ
る
「
こ
ど
も
救
急
電
話
相
談
」
を
設
け
、
保
護

者
の
不
安
軽
減
や
受
診
可
能
な
医
療
機
関
を
紹

介
し
て
い
る
。

ま
た
小
児
救
急
医
療
体
制
の
充
実
を
図
る
た

め
に
は
、

小
児
科
医
師
の
確
保
が
不
可
欠
。
自
治

医
科
大
学
と
大
分
大
学
医
学
部
地
域
枠
で
口

人
、
県
内
の
小
児
科
で
後
期
研
修
を
受
け
る
医

師
へ

の
資
金
貸
与
や
国
内
外
へ
の
留
学
費
用
援

助
に
よ
り
、
日
人
の
小
児
科
医
師
の
確
保
と
県

内
定
着
を
図
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
い
ま
だ
十
分

で
は
な
く
、
地
域
偏
在
の
解
消
も
課
題
。

ど
の
地
域
で
も
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
、
引
き
続
き
大
学
や
関
係
機
関
と
連
携

し
小
児
科
医
師
の
確
保
に
努
め
る
。

5
、
教
育
現
場
に
お
け
る

職
場
改
善
に
つ
い
て

【
質
問
】

義
務
教
育
制
や
県
立
学
校
に
関
係
な

く
、
教
職
員
の
多
忙
な
仕
事
は
続
い
て
お
り
、
根

本
的
な
改
善
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

今
年
6
月
刊
目
、
経
済
開
発
協
力
機
構
は
昨

年
実
施
し
た
第
3
回
国
際
教
員
指
導
環
境
調
査

の
集
計
結
果
を
公
表
し
た
。
予
想
ど
お
り
、
日
本

の
中
学
校
教
員
の
仕
事
時
間
は
1
週
間
当
た
り

同
時
間
で
、
2
回
連
続
で
世
界
最
長
と
な

っ
た
。

小
学
校
教
員
の
仕
事
時
間
も
、
日
か
国

・
地
域

で
最
も
長
い
週
日
・

4
時
間
。一

方
、
教
員
の
力

を
高
め
る
た
め
の
職
能
開
発
活
動
に
か
け
る
時

間
は
、
日
本
は
0
・
6
時
間
。
こ
れ
で
は
、
良
い

授
業
を
し
よ
う
と
し
て
も
無
理
だ
。

そ
う
し
た
状
況
の
中
、
早
期
退
職
者
が

一
向

に
減
ら
な
い
。
定
年
を
待
た
ず
し
て
教
壇
を
去

る
と
い
う
今
の
教
育
現
場
は
、
正
常
と
は
言
い

難
い
が
、
こ
う
し
た
現
場
の
実
態
に
対
し
、
今

後
、
根
本
的
に
ど
の
よ
う
な
改
善
策
を
講
じ
て

い
こ
う
と
考
え
て
い
る
か
。

【
県
教
育
長
〕

大
量
退
職
期
を
迎
え
る
中
、

2

0

1
6
年
度
か
ら
凶
年
度
で
は
、
早
期
退
職
者
は

1
3
5
人
の
訂
%
か
ら
1
2
8
人
目

・
6
%
へ

と
人
数

・
割
合
と
も
に
減
少
し
て
い
る
。

業
務
改
善
に
向
け
て
、
県
立
で
は
タ
イ
ム
レ

コ
ー
ダ
ー
を
活
用
し
、
校
務
分
掌
等
の
見
直
し

に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
市
町
村
教
委
に
対
し

て
は
、
勤
務
時
間
の
客
観
的
把
握
を
指
導
し
て

い
る
。

ま
た
、
S
C
・
S
S
W
-S
S
S
等
の
配
置

に
よ
る
「
チ

l
ム
学
校
」
の
実
現
を
図

っ
て

い

る
。
部
活
動
改
革
で
は
、
県
・
市
町
村
教
委
が
策

定
し
た
方
針
に
の

っ
と
り
、
各
学
校
で
の
計
画

的
な
休
養
日
の
設
定
や
活
動
時
間
の
遵
守
を
指

導
し
て
い
る
。
今
後
も
、
す
べ
て
の
教
職
員
が
心

身
と
も
に
健
康
で
、
意
欲
を
も

っ
て
仕
事
に
取

り
組
め
る
よ
う
環
境
整
備
に
努
め
る
。

6
、
教
育
現
場
の
人
手
不
足
に
つ
い
て

【
質
問
】

学
校
現
場
の
働
き
方
と
同
時
に
、
人
員

不
足
が
深
刻
化
し
て
い
る
。
文
部
科
学
省
は
、
本

県
を
含
む
日
の
都
道
府
県

・
政
令
指
定
都
市
の

協
力
に
よ
り
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
昨

年
8
月
に

「
い
わ
ゆ
る
『
教
員
不
足
』
に
つ
い
て
」

と
題
し
た
報
告
書
を
公
表
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
教
員
不
足
の
要
因
と
し
て

「辞
退
者
の
増
加
等
に
よ
り
予
定
人
数
を
採
用

で
き
な
か
っ
た
L

や

「病
休
者
数
の
増
加
」
を
理

由
と
し
て
挙
げ
た
自
治
体
が
、
半
数
に
は
満
た

な
い
も
の
の
少
な
か
ら
ず
あ
る
と
い
う
こ
と
は

見
逃
せ
な
い
。
臨
時
的
任
用
教
員
等
の
確
保
に

至
つ
て
は
、
「
講
師
登
録
名
簿
登
載
希
望
者
数
の

減
少
」
や
「
採
用
候
補
者
が
教
員
以
外
の
職
に
就

職
済
」
な
ど
を
半
数
以
上
の
自
治
体
が
挙
げ
て

い
る
。
こ
れ
ら
は
、
若
い
人
た
ち
が
教
職
員
に
な

る
こ
と
を
敬
遠
し
て
い
る
表
れ
と
言
え
な
い

カ
大
分
県
の
場
合
は
こ
れ
に
加
え
て
、
新
規
採

用
者
を
対
象
と
し
て
行
わ
れ
て

い
る
「
概
ね
凶

年
3
人
事
地
域
」
と
い
う
人
事
異
動
ル

l
ル
が

要
因
と
し
て
あ
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。

「全
県
的
な
異
動
な
の
で
、
生
活
の
拠
点
が
決
め

ら
れ
な
い
」
、

「引
っ
越
し
ゃ
通
勤
費
用
も
か
か

り
、
貯
金
が
で
き
ず
今
後
が
不
安
」
、
「
通
勤
距
離

と
時
間
が
長
く
、
疲
労
が
た
ま
る
」
、
「
短
期
間
の

異
動
で
、
地
域
や
保
護
者
と
な
じ
め
な
い
」
、
「1

年
2
年
で
異
動
す
る
人
と

4
年
5
年
た
っ
て
も

異
動
で
き
な
い
人
が
い
て
不
公
平
」
と
い
っ
た

声
を
聞
い
て
い
る
。

大
分
県
の
教
員
採
用
試
験
の
倍
率
は
年
々
下

降
し
て
い
る
が
、
こ

の
よ
う
な
実
態
を
知
り
辞

退
す
る
若
者
が
増
え
て
い
る
か
ら
で
は
な
い

か。
福
岡
県
で
教
員
に
な

っ
て
い
る
と
い
う
話

や
、
教
員
以
外
の
職
を
選
択
す
る
若
者
も
増
え

て
い
る
と
い
う
話
も
聞
く
。
結
果
と
し
て
、
学
校

現
場
の
教
職
員
が
充
足
し
て
い
な
い
状
況
が
生

じ
て
い
る
。
学
校
は
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
教

員
全
員
で
埋
め
合
わ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
が
、

一
人
ひ
と
り
の
負
担
が
増
え
「
病
休
者
が
い
つ

出
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
」
を
心
配
す
る
声

も
あ
る
。
こ
う
し
た
教
育
現
場
に
お
け
る
人
手
不
足
が

深
刻
化
し
て
い
る
状
況
を
、
今
後
ど
の
よ
う
に

解
決
し
て
い
こ
う
と
す
る
の
か
。

【
県
教
育
長
】

児
童

・
生
徒
の
減
少
に
よ
り
、
大

学
の
教
育
学
部
の
定
員
は
か
つ
て
の
半
数
近
い

状
況
に
あ
る
中
、
大
量
退
職
が
続
き
全
国
的
に

教
員
の
需
要
ギ
ャ
ッ
プ
が
生
じ
て
い
る
。
こ
う

し
た
状
況
は
当
面
継
続
す
る
と
見
込
ま
れ
る
た

め
、
再
任
用
職
員
の
確
保
に
努
め
て
い
る
が
、
希

望
者
は
4
割
程
度
。
臨
時
講
師
は
、
近
年
、
欠
員

や
産
育
休
代
替
等
へ
の
対
応
が
困
難
と
な
っ
て

い
る
。教
育
庁
内
、
教
育
事
務
所
あ
げ
て
市
町
村
教

委
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
教
員
免
許
保
有
者
へ

@ 



声
か
け
を
行
う
な
ど
、
人
材
確
保
へ
取
り
組
ん

で
い
る
。
来
年
度
か
ら
の
改
正
地
方
公
務
員
法

の
施
行
に
よ
り
、
臨
時
講
師
の
待
遇
改
善
も
図

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
人
材
確
保
へ
つ
な
げ
た
い
。

な
お
、
若
年
期
の
広
域
人
事
異
動
は
、
多
様
な

経
験
を
通
じ
た
人
材
育
成
や
、
臨
時
講
師
比
率

の
地
域
間
格
差
縮
小
な
ど
全
県
的
な
教
育
水
準

の
維
持
向
上
等
に
必
要
で
あ
り
、
育
児
や
介
護

等
の
事
情
に
も
配
慮
し
な
が
ら
、
今
後
と
も
推

進
し
て
い
く
。

-胸咽・R... -・F甜'

子
ど
も
た
ち
の
命
と
安
全
と
い
う
こ
と
で
、

食
と
交
通
安
全
対
策
、
小
児
救
急
医
療
体
制
の

整
備
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
十
分
で
は
な

い
に
し
て
も
、
大
分
県
と
し
て
の
今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
、

一
定
の
回
答
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

し
か
し
教
育
問
題
で
は
、
教
職
員
の
働
き
方

に
つ
い
て
具
体
的
で
実
効
性
の
あ
る
施
策
を
、

残
念
な
が
ら
聞
き
出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
ま
た
、
深
刻
な
学
校
現
場
の

「人
員
不

足
」
に
つ
い
て
も
、
県
教
委
は
今
後
の
展
望
を

も
っ
た
回
答
を
述
べ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
特
に
、
現
場
や
対
象
者
か
ら
多
く
の
批
判
の

あ
る
、

「概
ね
凶
年
3
人
事
地
域
」
と
い
う
人
事

異
動
ル
l
ル
を
、
今
後
も
推
し
進
め
よ
う
と
す

る
態
度
か
ら
、
県
教
委
と
現
場
教
職
員
と
の
認

識
に
、
大
き
な
恭
離
が
あ
る
こ
と
が
浮
き
彫
り

に
な
り
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
、
県

お
よ
び
県
教
委
に
質
し
て
い
き
ま
す
。
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.，おつかれさまでした!
そしてありがとうございました!!

久原前県議の6期24年間のご苦労に感謝
6期24年間にわたって、大分県 一
議会議員を務められた久原和弘前

県議に感謝する集会が、8月11日

臼杵市内で開催されました。臼杵

市長や吉川はじめ衆議院議員、こ

の重の参議院選挙で男事当選され

た吉田忠智氏(社民比例)と安達き

よし氏(大分選挙区)を来賓に迎

え、社民克巳梓麦部や労組関係、地

域のみなさんなど多くの関係者が集いました。

またこの日は、久原氏のたってのご需望で「アガリーズJというグループ
が、素敵なj重奏を扱露。ヴァイオIjンの「あがりおこうじJさんは、豊後大野市
千歳町出身で、久原さんと親戚関係にあり、今回の演奏会となりました。

出席者はlOO人を超え、素晴らしい演奏や歌、温かいスピーチありで

あっという聞に時聞が過ぎていきました。みなさんは口々に、久原さんの温

かい人柄やトレードマーつでもある[野津弁j

の語り口を話題に取り上げながら、これまで

の功績とご苦労に感謝していました。議員と

しては一線を退きましたが、今後とも様々芯

ところで己指導、己、問言をいただきたいと思

います。ありがとうございました。

義
教
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
求
め
る
意
見
書
採
択

今
回
の
県
議
会
で
は
、
県
民
ク
ラ
ブ
か
ら

「義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
」
の
堅
持
を
求
め

る
意
見
書
が
出
さ
れ
、
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
日
本
全
国
ど
こ
に
い
て
も

等
し
い
教
育
が
受
け
ら
れ
る
た
め
の
も
の
で
、
教
育
の
機
会
均
等
・
教
育
水
準
の
維
持
に
は
絶

対
必
要
な
制
度
で
す
。

そ
の
他
で
は
、
以
下
の
意
見
書
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
0

・
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

・
「
労
働
者
協
同
組
合
法
案
」
の
早
期
制
定
を
求
め
る
意
見
書

・
児
童
虐
待
防
止
対
策
の
さ
ら
な
る
強
化
を
求
め
る
意
見
書

-
信
頼
さ
れ
る
政
府
統
計
を
目
指
し
て
さ
ら
な
る
統
計
改
革
を
求
め
る
意
見
書

令回が初の本格的な県議会の定例会。ただじっと話を聞いているだけではおもしろくない(つ)というこ

とで、会派のみなさんのお許しをいただき、初めての一般質問に立ちました。

やはり質問するには勉強が大事で、客観的な資料から過去の質疑や回筈まで、いろいろ調べて1か月近く

かかりましたが、とてもよい経験をさせてもらいました。会派のみなさん、議会事務局のみなさん、ありがと

うございました。

次回は、もう少し執行部をうならせるような質問ができるようにがんばります!そのためにも、日頃より

みなさんのご意見やご要望をお聞かせください。電話、FAX、はがき、メール、なんでも結構ですLよろしくお

願いいたします。

.干875-0041 臼杵市大字臼杵72-47・TEL.FAX 0972-83-5911 .Eメール hazime.ast8@gmail.com E 
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